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論文内容の要旨
本研究では、対人関係、対人行動、対人意識に関する質問紙調査、及びインタビュー調査の結果を
基に、日本人と韓国人がそれぞれ相手との親疎度や年齢差に応じてどのような対人関係を持ち、どの
ような言語・非言語行動を行うのか、また、日本人と韓国人の許容度はどのように異なるかについて
検討を行う。
調査結果の分析にあたっては、 GoffmanÜ967/2002)、及び Brown & LevÎnson(1987/2011)の提
唱した「フェイス」という概念を援用し、日本人と韓国人の対人関係、対人行動、対人意識の異同を
明らかにするとともに、それぞれの国や文化における対人的価値観や行動原理について探る。さらに、
日本のウチ・ソト意識とそれに該当されるとされる韓国のウリ・ナム意識を比較し、領域意識の違い
から日本人と韓国人、及び日本と韓国の文化の違いを読み解く。
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2. 研究目的
これまで日韓の文化差については個人の経験談や印象記などで多く語られてきたが、実証的な調査
による研究成果は未だ充分得られていない。そこで、本研究では、質問紙調査及び、それに関連する
インタビ、ュー調査を行い、日本人と韓国人の対人関係や対人行動、対人意識に見られる文化的価値観
の差について客観的に明らかにすることを目的とする。そのための具体的な方法として、日本人と韓
国人の対人関係の異同や、コミュニケーションの相手との関係性の違いに応じた言語・非言語行動の
異同、及びそれぞれの相手に対する「許容度」の異同を探り、日本人と韓国人の間でコミュニケーシ
ョン・ギャップを引き起こす要因が、日韓におけるどのような違いにあるのかを明らかにする。その
際、片方の国の偏った観点から解釈を行うことを避け、より客観的、かっ体系的な考察を行うために、
これまで日本で検討されることがあまりなかった韓国における当該分野に関する研究成果を可能な限
り紹介する。
先行研究では、日韓両国において親しい相手との付き合い方や関係性が異なることが指摘されてい
る。洪現杓(2007 ， p.280)は、日本はどんなに親しくなっても相手に迷惑を掛けないことが相手への配
慮、だと考える「親しき仲にも礼儀あり」の文化であるのに対し、韓国は互いに迷惑を掛けながら親しく
なる「親しき仲に迷惑あり」の文化であるとしている。また、大崎(1998 ， p.123)は、日本では相手に迷
惑を掛けなくても親友になれるのに対し、韓国では相手に迷惑を掛けることができ、またそれを受け
入れることのできる間柄が親友であるとの違いを指摘している。しかしながら、「迷惑」の意味は一般
に「ある行為がもとで、他の人が不利益を受けたり、不快を感じたりすること J (石田， 2009 , p.12) 
であるとされており、行為の受け手が「不利益を被ったJ 、或いは「不快である j と感じない以上、た
とえそれがどんな行為であっても「迷惑j な行為にはならないといえる。つまり、日本人の目からは
「迷惑」に見える行為も、韓国人は相手と親しければ「迷惑」だと思わないという可能性も考慮する
必要がある。このような理由から、日本人と韓国人の対人関係や対人行動について「迷惑の有無」の
観点から議論することには限界があるため、これに代わる新たな見解を示すことも本研究の目的とす
る。
3. 研究方法
本研究では、日韓の文化差を数量的に確認し、実証するという目的を達成するため、質問紙調査を
中心に行い、その後、回答者の意識やその背景にあるものについての情報を得るため、補足的にイン
タビュー調査を行った。質問紙調査では、日本人と韓国人の対人関係に関する質問や、相手に対する
言語・非言語行動、及び相手の言語・非言語行動に対する自らの許容度に関する質問をした。インタ
ビュー調査では、日本と韓国の文化と言語に精通している 2 組の対象者に、日本人と韓国人のコミュ
ニケーション、及び対人関係、に関する質問をした。
3.1 質問紙調査①
調査期間は 2007 年 12 月 '""2008 年 1 月。調査対象地域は日本の東京都と京都府、韓国のソウル特
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別市と大町広域市である。回答者は日本人大学生(以下、日本人と表記する)172 名(男性 84 名、女性
88 名)、韓国人大学生(以下、韓国人と表記する)250 名(男性 84 名、女性 88 名)の計 422 名である。
3.2 質問紙調査②
調査期間は 2011 年 6 月 "-'7 月。調査対象地域は日本の仙台市、韓国の大郎広域市である。回答者
は日本人大学生 218 名(男性 109 名、女性 109 名)、韓国人大学生 199 名(男性 99 名、女性 100 名)の
計 417 名である。
3.3 面接調査
2011 年 12 月に、日韓の文化と言語に精通している日本人(調査対象者 A) と韓国人(調査対象者 B と
C)に依頼し、対面して録音をしながらの面接調査に応じてもらった。調査対象者 A は、日本人の父と
韓国人の母を持ち、(インタビュー当時)日本の大学に通う女性である。調査対象者 B は、 24 年間日本
で会社勤務をし、(インタビュー当時)日本で会社を経営する韓国人男性であり、調査対象者 C は、そ
の妻である。加えて、日本と韓国の両文化と両言語に精通している大学院生、及び大学講師の韓国人
母語話者数名に対して随時インタビューをし、質問紙調査の結果に関して意見を求めた。
4. 本研究における「フェイス」の概念規定
「フェイス (face)J は Goffman(1967/2002)によって提唱された概念であり、他者との接触の中で、
人が求める肯定的な社会的評価のことであると定義づけている。フェイスは中国語の「面子」を基に
した概念であり、日本語の「面白」や「体面J などとも近いが、確立された社会的地位などによって
一般に求める社会的評価ではなく、他者との接触の中で個別に求める社会的評価であるという点でフ
ェイスは「面目」や「体面」とは異なる。このような Goffman のフェイスという概念を発展させ、
Brown & Levinson(1987/2011)は「消極的フェイス」と「積極的フェイス」という人間の相矛盾す
る欲求を提唱した。消極的フェイスとは、「他の人から邪魔されたくない、押さえつけられたくない、
行動を自由に選択したしリといった欲求で、あり、積極的フェイスとは、「他の人に好かれたい、認めら
れたい、尊敬されたい、評価されたい」といった欲求である。
本研究では調査結果を分析するにあたり、 Brown & Levinson が規定した消極的フェイスと積極的
フェイスという概念を援用し、日本人と韓国人がそれぞれの場面において、自分と相手の消極的フェ
イスと積極的フェイスのうち、誰のどのようなフェイスにより重きを置くかという点について検討を
行う。
5. 本論文の構成
本論文は、次の 8 章から構成される。
第 1 章序論
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第 2 章
第 3 章
第 4 章
第 5 章
第 6 章
第 7 章
第 8 章
先行研究と本研究の位置付け
対人関係の日韓比較
言語行動の日韓比較
非言語行動の日韓比較
許容度に関する日韓比較
日本人と韓国人のコミュニケーション・ギャップとその背景
士士三ム
耶ロロ岡
各章の概要は以下のとおりである。第 1 章では、本研究の目的、概念規定、研究領域の概観、研究
方法、調査概要などについて明らかにする。第 2 章では、関連領域における先行研究と本研究の位置
付けについて明らかにする。第 3 章では、日本人と韓国人の親しい同年代の相手との対人関係につい
て明らかにする。日本の「友達」や韓国の「若干(チング)J の関係性の在り方や概念の異同を探ると
ともに、若干の年齢差がある相手との対人関係についても比較を行う。第 4 章では、同性の同年代の
相手に対してどのような言語行動をとるかについて日韓比較をする。いくつかの場面を設定し、その
中で親疎度や年齢差が異なる相手に対してどのような言語行動をとるかを明らかにするのとともに、
そもそも日本人と韓国人が言語行動を行うか否かを決定する際の要因を探る。第 5 章では、親しい友
人に対してどのような非言語行動(着席行動)を行うかについて日韓比較する。想定したいくつかの場
面における親しい友人との対人距離の取り方から、日本人と韓国人の対人意識、及び行動原理を探る。
第 6 章では、「これから親しくなりたい相手J I親友J I友達J I親しい人J I知り合しリ「他人J 等、関
係性(親疎度)の異なる相手の言動に対する許容度の違いを探るとともに、対人関係と対人行動、対人
意識(許容度)の関連性について考察を行う。第 7 章では、実際に日本人と韓国人が親しくなった際に
どのようなコミュニケーション・ギャップが起こったかに関する調査の結果を明らかにするとともに、
先行研究との比較を通して、日本人と韓国人の接触場面におけるコミュニケーション・ギャップの原
因を探る。また、日本と韓国の社会変化について言及し、日本と韓国で異なる対人関係が形成される
に至った経緯や対人関係が希薄化した理由について検討を行う。第 8 章では、第 3 章から第 7 章を通
じて明らかにした日本人と韓国人の対人関係、対人行動、対人意識(許容度)の異同をまとめ、日韓で
違いが生まれる要因について検討する。また、最後に日本人と韓国人のコミュニケーションのあり方
の展望を示す。
6. 調査結果
6.1 対人関係の日韓比較:第 3 章
・ 日本人男女は、年齢が異なる相手や親疎度が低い相手も「友達」の中に含めて考える人が比較的
多い。一方、韓国人男性は年齢差があったら相手と「型子(チング")J になれないと考える人が特
に多く、韓国人女性も親疎度が高い相手のみを「型干(チング)J として認識する傾向が強い。
つd
- 日本人と韓国人は、相手と自分が「友達」や「若干(チング)J であるか否かを判断する際の優先
的な基準が異なり、日本人は相手と一定の行動ができるか否かを重視するのに対し、韓国人は相
手と親しし、か否か、或いは年齢による上下関係があるか否かを重視する。
・ 日本人(特に男性)は年齢差がある親しい相手を「親しい先輩/後輩」として認識する傾向が強い。
一方、韓国人(特に男性)は年齢差がある親しい相手に対しては「親しい先輩/後輩」よりも「親
しいお兄さん/お姉さん/弟/妹j として認識する人が多く、親族呼称を用いるなどして擬似的
な家族関係を結ぼうとする。
6.2 対人行動(言語行動)の日韓比較:第 4 章
・ 日本人と韓国人は共に、相手に謝罪する場合や感謝する場合は、相手との年齢差や親疎度、内容
に関係なく、大多数の人が謝罪や礼を言葉にして伝える。
・ 先行研究の指摘とは異なり、韓国人は親しい相手に対しても謝罪や礼を言う人が多いという結果
になったことから、時代の変化と共に韓国人も、「親しければ(謝罪や礼を言わなくても)許される」
という考え方から、「親しくても(謝罪や礼を言わなければ)許されない」というような対人関係に
変わりつつあると考えられる。
・ 日本人は相手との親疎度や相手の年齢によって依頼行動や誉め行動を行うか否かが大きく異なる
傾向がある一方、韓国人は相手との関係性よりも、その言語行動の内容によって依頼行動や誉め
行動を行うか否かを決定する傾向がある。このような結果は、日本人は相手に依頼しなかったり、
誉めたりしないことが自分と相手の消極的フェイスへの配慮、と考えるのに対し、韓国人は相手に
依頼したり、誉めたりすることが自分と相手の積極的フェイスへの配慮になると考えるという、
文化的価値観の違いとも関連していると考えられる。
6.3 対人行動(非言語行動)の日韓比較:第 5 章
・ 日本人は相手が親しい友人であっても、場面によっては相手を邪魔しないようにわざと遠く離れ
た席を選ぶ一方、韓国人は相手が親しい友人であれば、相手に親しみを示すため、場面に関係な
く近い席を選ぶ傾向が見られる。すなわち、日本人の着席行動には「消極的フェイス志向」が、
韓国人の着席行動には「積極的フェイス志向」がそれぞれ反映されていると考えられる。
・ 上記のような「消極的フェイス志向」と「積極的フェイス志向J はそれぞれ、自分と相手が距離
を置くことを重視するか、自分と相手が距離を縮めることを重視するかといった価値観の違いに
よるものであり、相手中心であるか、自分中心で、あるかという違いによるものではない。
6.4 対人意識(許容度)の日韓比較:第 6 章
・ 日本人と韓国人は共に、相手との親疎度、及び貸与や譲渡するものが何かによって許容度が異な
る。また、相手との親疎度が低くなるにつれ、韓国人の許容度の方が日本人の許容度よりも低く
なる。
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- 日本人は、自分が親しくない相手から依頼をされた場合の許容度よりも、自分の依頼が親しくな
い相手から「許容される見込み」の方を低く見積もる。一方、韓国人は、自分が親しくない相手
から依頼された場合の許容度よりも、自分の依頼が親しくない相手から「許容される見込み」の
方を高く見積もる。このような結果については、日本人はソトの相手に対して「相手からよく思
われたいJ と考えるのに対し、韓国人はナムの相手に対して「よく思われたい」と考えないとい
う、対人意識の違いが反映されているものと考えられる。
・ 「これから親しくなりたい人」に対しては、韓国人より日本人の許容度の方が低い。日本人は深
夜に携帯メールが送られてくることや、自分の性格で直した方が良い点を指摘されること等、自
分の消極的フェイスへの威嚇行為(FTA)に対する許容度が低い一方、韓国人(特に女性)は相手から
待たされること等、自分の積極的フェイスが傷つけられる行為に対する許容度が低い。すなわち、
日本人と韓国人は対人関係において重要視するフェイスが異なるといえる。
・ 基本的には日韓男女共に、「知り合しリ <1親しい人J < 1友達J < 1親友」の順で許容度が高く
なるという点で共通している。すなわち、日本人と韓国人は共に親疎度と許容度が比例しており、
より親疎度の高い相手に対してはより許容度が高くなる。
・ 日本人と韓国人は共に、男性より女性の方が自尊心(積極的フェイス)を傷つけられる行為につい
て許容度が低い点で共通しているが、日本人女性は「親しい人J や「知り合しリなどから手料理
がおいしくない、髪型が似合わないなどと言われることに対して特に許容度が低く、韓国人女性
はそれらの相手から自分の身長や体重についてからかわれることに対して特に許容度が低いとい
った違いが見られた。すなわち、日本人女性と韓国人女性はそれぞれ、積極的フェイスが傷つけ
られる要因(発話内容)が異なる。
・ 韓国では「若干(チング)J などの近しい関係であれば、多少のことは許されると考えるという先
行研究での指摘とは異なり、韓国人女性は特に、「親友」や「友達」などの親しい関係の相手の言
動に対しても許容度が低い傾向が見られた。このような結果については、韓国人女性は(場面によ
っては)相手をライバル視する傾向が強いことや社会的変化による友人関係の希薄化などの理由
が考えられる他、親しい相手とごく親密な関係でありたいと望む韓国人女性はそれだけ相手に対
する期待値も高いため、自分の期待を裏切るような相手の言動を許せないと考えるのではなし、か
と推測される。
6.5 日本人と韓国人の接触場面におけるコミュニケーション・ギャップ:第 7 章
・ 質問紙調査の結果、日本人と韓国人は共に、同国人同士との付き合いとの違いや違和感を「特に
感じなしリと答えた人が多かった。
・ 韓国人から「あったその日から個人的な質問をされた」ことや、 I~ヌナ』と呼んでいいですか?
とあまり親しくない時に言われた」ことに違和感を覚えたという日本人の意見や、日本人から「警
戒するような感じ」を受けたり、日本人が「私的な話をあまりしなしリことに違和感を覚えたり
したという韓国人の意見がある。それらは、韓国人には I(互いに親しくなるため)相手と近づき
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たい」と考える「積極的フェイス志向」があるのに対し、日本人には i(互いの個人領域を守るた
め)相手と距離を置きたしリと考える「消極的フェイス志向」があるといった違いに起因するコミ
ュニケーション・ギャップであると考えられる。
・ 質問紙調査の結果とインタビュー調査の結果、及び先行研究を併せて検討すると、韓国人は親し
し、相手と「迷惑を掛け合いながら親しくなる j というよりは、互いに相手を助け合う「相互扶助」
によって関係を深めているのだと考えられる。一方、日本人は他人との関係を一期一会のものと
してその場で清算することをよしとするため、相手に初めから迷惑をかけないように気を遣い、
また相手に迷惑をかけた場合にはすぐに何らかの補償をしてプラス・マイナス・ゼロにしようと
するのだと思われる。
上のまとめのとおり、多くの調査結果において、日本人は消極的フェイスを重んじ、韓国人は積極
的フェイスを重んじるという志向性の違いが見られ、対人関係において重要視されるフェイスの違い
が確認された。親しい相手とも自他の領域区分を明確にする日本人は、対人行動を行う際に互いの個
人領域を守るため相手と一定の距離を保とうとする一方、親しい相手とは自他の領域区分をあまりし
ない韓国人は、対人行動を行う際に相手とウリの関係を築くため、相手にできるだけ近づこうとする。
このような領域意識の違いが、フェイスの志向性の違いと関連していると考えられる。
7. 対人関係・対人行動・対人意識に関する日韓の相違の原因
日本人と韓国人の対人関係や対人行動、対人意識については上記のような異同が見られたが、この
ような結果となった理由や背景について、本研究では「親しさ」に関する認識の違い、及びウチ・ソ
ト・ヨソ意識とウリ・ナム意識の違いという観点から考察を行い、全体をまとめる。
本研究における調査結果では、日本人は親しい相手や、それ以上に親しくない相手に対し、相手の
領域侵犯を回避するために「気遣しリをする傾向が見られた。一方、韓国人はこれから親しくなりた
い相手や、より親しくなりたい相手に積極的に「働きかけ」をする傾向があることが確認された。こ
のような結果から、日本人は他者と距離を置くことを重視する「消極的フェイス志向」があり、韓国
人は他者と近づくことを重視する「積極的フェイス志向」があると述べた。これらの傾向や志向性の
違いが生じた理由は、日本人は親しい相手に対しても家族や親族とは違うカテゴリーの相手として認
識するため、お互いの領域をきちんと区別して尊重しようとするのに対し、韓国人は親しい相手を限
りなく家族に近い「擬似家族」のように認識するため、できるだけ自他の区別をなくそうとするとい
う、対人認識、及び「親しさ」の認識の違いにあるのではなし、かと考えられる。
第 3 章では、日本人(特に日本人男性)はどんなに親しい相手であっても、家族や親族と同じように
は考えない傾向があることを指摘した。また、先行研究においても、日本人はどんなに相手(友達)と
親しくなっても「他人は他人」だと考えるとの指摘がなされていることから(小竹， 2004)、日本人の
対人関係におけるゴールは、あくまで家族とは違うカテゴリーの中での「親ししリ間柄であるといえ
る。一方、韓国人(特に韓国人男性)は、本研究の調査結果でも、年齢差がある親しい相手を「親しい
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お兄さん/お姉さん/弟/妹」のような擬似家族として捉える傾向が見られ、司全]玉守11 .司令「在 (2002)
が韓国人に対して行った質問紙調査の結果でも、「近い友達を兄弟のように考える J I親しい友達には
家族のように近く感じる」という回答が多く得られたとしている。また、他の先行研究においても、
韓国人は非親族関係であっても親しい関係や親しくなりたい関係の人に対して、年齢差に基づく親族
関係を成り立たせようとする「擬制親族意識」があるとの指摘がなされていることから(林熔情， 200 1)、
韓国人の対人関係におけるゴールは、家族のように「親ししリ関柄であると考えられる。韓国人は親
しい相手とは自他の区別がなくなるとの指摘や(手泰林 1975 ;吐す斗， 2009; 生越， 2008; 膏藤，
2008 他)、韓国人が志向する最高の関係は自他の境界までなくしてしまうような一体感を持つ家族の
「情 j が入った関係であるとの指摘(金栄勲， 2010) もこのような解釈の妥当性を裏付けているといえ
よう。日本人と韓国人の対人認識の違いは、日本人は年齢差がある相手と親しくなっても相手に親族
名称を用いる習慣がないのに対し、韓国人は親しい相手には親族名称を用いるのが一般的だという、
日韓両言語における呼称体系の違し、からも説明できる。
また、第 7 章では親しい相手との貸し借りや相互扶助についても、韓国人は長い目で見てプラス・
マイナス・ゼロになれば良いと考えるのに対し、日本人はその場でプラス・マイナス・ゼロにしよう
とするという違いがあるとの指摘をした。この違いもまた、韓国人は親しい相手を家族のように長い
付き合いをしていく相手だと考える一方、日本人は親しい相手に対しても「一期一会」の心で接する
べきだと考えるという思考方式の違いと関連しているといえる。つまるところ、日本人は血のつなが
っていない相手に対してはどんなに親しい友達であっても「他人は他人」であると考える傾向がある
ため、自分と相手の聞に線を引き、貸し借りゼロの状態を保とうとする傾向があるものと考えられる。
親しくなった相手を家族のように捉える韓国人と、親しくなっても家族とは違う他者として捉える
日本人の考え方の違いは、日本人と韓国人のウチ・ソトやウリ・ナムといった領域意識の違いにも反
映されている。先行研究でも指摘されてきたとおり、日本人は意識的または無意識的に、自己と他者
の間で領域が区分されていると考える傾向があり(洪現杓， 2007; 生越， 2008; 替藤， 2008 他)、相
手に迷惑をかけたり相手の領域に踏み込んだりする言語・非言語行動を極力しないよう避けたり、遠
慮したりする傾向がある。このような日本人の領域意識はソトの相手にのみあてはまるものであり、
ウチに該当する家族や身内(ウチ)に対してはあてはまらないものと考えられる。久保(2005)は日本に
おける人間関係を、1)ミウチ:遠慮しないことが義務的である(本音で、つきあえる)、 2) ヨソサマ:遠慮、
が義務的である関係(本音と建前の使い分けが求められる)、 3) ヨソ者:遠慮が存在しない関係(対人的
配慮の坪外の関係)のように 3 区分している。また、朴蓮淑 (2010) は、日本人の行動意識の中で最も
重要な行動コードとなるのは、ウチとソトという領域の境界であり、ソトに対する「遠慮」と「配慮」
ができるかできなし、かによって立派な大人であるか否かが判断されるとしている。すなわち、日本人
にとってはどんなに親しい相手であっても、家族や身内でなければウチの相手として認識しないのと
ともに、ウチ以外の相手に対して遠慮や配慮、ができるということが社会から求められる能力のひとつ
であるといって良いだろう。同時にこのような社会認識は、家族や身内の中では相手との領域区分を
せず、遠慮もしないのに対し、それ以外の相手(ソトまたはヨソ)とは明確な領域区分をして、遠慮や
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配慮をするという日本人の「ソト面」が良い対人行動の基底にある行動原理になっているとも考えら
れる。
本研究における調査結果においては、日本人は韓国人に比べ、親疎度の低い相手も年齢差がある相
手も幅広く「友達」だと認識する傾向が見られたが、依頼や誉めの言語行動を行う場合には、親しい
相手であっても相手との年齢差を韓国人以上に気にする傾向があった。また、非言語行動(着席行動)
についても、場面によっては「親しい友人J に対して遠慮、をし、対人距離を保つ傾向が見られた。こ
のような調査結果からも、日本人は相手と「親ししリと感じていたり、相手と「友達」であると認識
していたとしても、結局はソトのカテゴリーに分類し、遠慮や気遣いをするのだと考えられる。
一方、韓国人は、家族の原理を他者にも適用してその集団全体をウリという「拡大家族J のように
捉えようとするため、親しい相手とはできるだけ境界線を取り払い、自他の区別をなくそうとする傾
向がある(洪現杓， 2007; 生越， 2008)。そのため、日本人が遠慮するような言語・非言語行動につい
ても、相手との間で平気で行うことができるのだといえる。親しくなりたい相手と自他の区分をなく
そうとする韓国人の領域意識は、「親和欲求」の表れであると同時に、相手をウリという共同体の枠の
中に引き入れたいという「同一化欲求J (小倉 2005)の表れであるとも考えられる。逆に、ナムに対
しては、その存在や人格に関心を払わないほど両極端であるという指摘もなされているが(高月， 2008) 、
これも「ウリ内J と「ウリ外」という領域の内外思想に基づくものだといえる。韓国社会は上下の序
列が厳しいといった一面もあるが、その一方で、「擬似家族」関係やウリといった「情j を基にした結
びつきもある。すなわち、韓国人の対人行動は単に上下関係に基づいてのみ行われるのではなく、ウ
リの仲間として相手との親密化を図ることを目的に行われることもあるため、日本人がするような遠
慮や気遣いが必要ないのだと考えられる。
日韓両国における許容度の違いも、このような対人認識や領域意識の違し、から説明できょう。親し
し、相手との間にも境界線を引く日本人は、お互いの領域に対する気遣いが必要であるため、相手が自
分の領域を侵す行為については許容度が低くなり、同時に自らのそのような行為も許され難いと考え
るのだといえる。一方、親しい相手との間ではできるだけ自他の境界線をなくそうとする韓国人は、
お互いの領域を侵す行為についても気にならないのであろう。ただし、今回の調査結果、韓国人の許
容度も先行研究で指摘されていたほどには高くなかった。これについては、前述した通り、時代的変
化に伴う対人関係や対人コミュニケーション方法の変化等の要因が考えられる他、相手と(家族のよう
な)親密な関係を築きたいと考えるからこそ、相手への期待値が上がり、その期待を裏切られるような
行為に対して余計に「許容しがたい」と感じるのではなし、かと推測される。
本研究の調査結果を通して、親しくても許せないことや、親しし、からこそ許せないこと、また、親
しくなくても許さなければならないことなど、日本と韓国における異なる価値観や行動原理が見えて
きた。上記のとおり、日本人と韓国人の対人関係や対人行動、対人意識の根底には「親しさ j に対す
る認識の違いいや、ウチ・ソト・ヨソ意識とウリ・ナム意識という領域意識の違いがあり、それに伴
い、「親しい相手J と「親しくない相手」との対人関係や、それらの相手に対する対人行動や対人意識
(許容度)に違いが生じている。
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8. 本研究の新規性
・ これまで、日韓の文化や習慣の違いは個人の体験談や印象記などで指摘されてきたが、本研究
では質問紙調査を行い、データに基づいて日韓の違いを実証的に明らかにした。
・ 先行研究では「友達」と「若干(チング')J といった対人関係が同様のものとして扱われてきた
が、本研究では調査結果に基づき、「友達」は年齢差がある相手や親疎度の低い相手もその中に
含むような幅広い対人関係を指す概念であるのに対し、「型干(チング)J は同年齢で、かっ親し
い相手のみを指す概念であるという点で違いがあることを新たに指摘した。
・ 先行研究では日本のウチ・ソト・ヨソ意識と韓国のウリ・ナム意識が同様の領域意識として扱
われ、ウチとウリ、ソトとナムがそれぞれ対応していると考えられてきたが、本研究では日韓
両国の文献の整理と再検討を行い、ウチには主に血縁関係である家族や身内などが該当するの
に対し、ウリには擬似家族などを含めたより広い範囲の人物が該当すること、またソトではな
くヨソとナムが対応するという違いを指摘した。さらに、そのような領域意識の違いが、日本
人と韓国人の対人関係、対人行動、対人意識の違いと関連している可能性を新たに指摘した0
・ 先行研究では、日本人と韓国人が言語行動を行う際、相手のフェイスに対してどのように配慮
するかを比較したものが多く、自分のフェイスを考慮した行動についてはあまり検討されてこ
なかったが、本研究では自分と相手のフェイスの両方を考察対象とすることにより、自分が相
手に対して言語・非言語行動を行う際、日本人は自分と相手の消極的フェイスを重んじる「消
極的フェイス志向」が、韓国人は自分と相手の積極的フェイスを重んじる「積極的フェイス志
向」があることを新たに指摘した。
・ これまで非言語行動の異同については フェイスの観点からの考察がほとんどなされてこなか
ったが、本研究では非言語行動についてもフェイスの概念を用いることにより、日本人は相手
から自分の消極的フェイスを傷つけられるような言語・非言語行動をされた場合に特に許容度
が低く、韓国人は相手から自分の積極的フェイスを傷つけられるような言語・非言語行動をさ
れた場合に特に許容度が低いという、対人行動全般に見られる特徴を新たに指摘した。
論文審査の結果の要旨
本論文は、同じ東アジア圏に属し言語や文化面において類似した特徴を有するとされる日本人と韓
国人の、対人関係の在り方や対人行動原理上の異同を、両国の大学生を対象とした質問紙調査の統計
を用いた分析と関連するインタビュー調査によって包括的かっ実証的に解明したものである。
日韓両国間の言語や文化の対照に関する文献・先行研究は多いが、それらは個人の経験談や少人数
を対象としたテーマの限られた調査に基づいたものが殆どであった 本研究は それらの研究手法・
研究結果を整理再検討した上で、日韓の大学生計約 800 人を対象に収集した大量のデータを元に、対
-137-
人関係・対人行動(言語行動・非言語行動)・対人意識の各テーマに分けて分析・検証している。さら
に、ポライトネス理論に基づくフェイスの観点、からの分析を加え、日韓間の違いを明確にしている。
そこに本研究の特色・意義があり、その研究成果として多くの新知見を得ている。
具体的には、まず、対人関係においては、先行研究で同様のものとして扱われて来た「友達」とそ
れに対応する韓国語の「担平(チング)J が年齢差や親疎度の度合において異なる範囲の人間関係を指
す概念であることを指摘した。対人行動においては、これまで検討されなかったフェイス、特に自分
のフェイスの観点からの考察を行い、言語・非言語行動とも、日本人は「消極的フェイス志向」が、
対照的に韓国人は「積極的フェイス志向 j があることを明らかにした。このフェイスの志向の違いは
対人意識としての許容度の違いのもとともなり、日本人は自分の消極的フェイスを傷つけられる言
語・非言語行動に対して許容度が低く、韓国人は自分の積極的フェイスを傷つけられる言語・非言語
行動に対して許容度が低いことを新たに指摘した。さらに、日本のウチ・ソト意識と韓国のウリ・ナ
ム意識がそれぞれ同種の領域意識として扱われて来たが、韓国のウリは疑似家族などを含めたより広
し、範囲の人物が該当することを論じ、この領域意識の違いが日本人と韓国人の対人関係、対人行動、
対人意識の違いと関連している可能性を指摘した。
大量のデータを用いて綿密な分析をほどこし、日本人と韓国人の他者に対する関係・行動・意識に
おける異同に関して統計を用いて客観的に解明した点で、本研究は高く評価されてよい。データは大
学生のものに限られているが、本研究の成果は、日本人と韓国人の接触場面に起こり得るコミュニケ
ーションギャップの原因の解明についても示唆を与える新たな知見を提出し得ている。
以上の審査結果は、執筆者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有すること
を示している。よって、本論文は、博士(国際文化)の学位論文として合格と認める。
-138-
